
参加者：75名

アンケート回収75名

回収率100％

（マナブル：42名 FAX：33名）

テーマ：褥瘡ケアの基礎
令和3年 11月20日（土）10：00～16：00

講師：竹原 沙織 先生（皮膚・排泄ケア認定看護師）
池田 聡子 先生（皮膚・排泄ケア認定看護師）

参加の動機

令和３年度 鹿児島県看護協会 鹿児島地区第４回研修会

参加の動機 構成割合（％）

1）上司のすすめ 34.7%
2）自分から希望 65.3%
無回答 0.0%
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《研修参加者の感想》

・わかりやすく講義して頂きありがとうございました。
・竹原先生の講義が大変わかりやすく良かったです。
・職場で褥瘡メンバーになっていますが、知識がなく不安でしたが、
研修をうけて勉強の意欲が沸いてきました。

・普段しているケアが実は患者さんに負担がかかっていたり、褥瘡の原因
になっていたんだと反省しました。

・スキンケアの具体的な方法は、現場ですぐに実践できる内容でした。
・体位変換や、ポジショニングなどは実際に体感出来たら良かった。
・講義を通して、褥瘡に関する正しい知識を持つことが、入院時より褥瘡
発生を予測し予防や悪化にならないことにつながっていくことが分かった。

・声が大きくて、分かりやすい丁寧な講義をしていただいた。
・竹原先生のお話は初めてでしたが、とても楽しく学べました。
参加して良かったです。

・資料で文字や、図が小さく、見にくい箇所がありました。
・スライド資料を頂いたが、字が小さく読めないところが多く、振り返りで
見たいときに見れないのが不満であった。

《研修会を通して》

褥瘡の研修を拝見させていただき、皮膚の基礎知識から褥瘡発生のメカニ
ズムやスキンケア、栄養管理、褥瘡の分類や治療などについて学びました。
入院時の日常生活自立度は自宅での状態だけではなく、入院時の状態を正し
く評価しなければ、計画立案されず、リスクが見逃され、後に褥瘡を発生し
てしまうことになりかねないこと、また、私たちが日頃、看護を実践してい
る中で体位変換やベッドアップの仕方一つで、褥瘡発生につながる事を学び
ました。栄養管理や全身状態の管理も合わせて行い、なによりも除圧などの
ポジションが一番大事であり、患者さんにとっても安楽な体位が褥瘡発生予
防につながる事を学びました。貴重なご講義をありがとうございました。

文責 横路 朝美

入会してポイントを貯めよう!
当日、入会も出来ますよ～(*^_^*)／

入会のご案内：http://k-kango.jp/annai/nyukai/

http://k-kango.jp/annai/nyukai/

